
西尾市

２０２５年 夏号   №01号 発行：岩下一隆後援会

連絡先：〒445-8502 西尾市下羽角町住崎１  TEL 0563-55-1168  FAX 0563-55-1909

災害対応体制の強化⇒迅速な情報発信できるシステムの構築・活用！

安全は防災・減災だけでなく、各地域での暮らしの中にも
潜むリスクがある。地域の安全を担保し安心して暮らせる
まちづくりを目指す！

防災・減災に関して、津波避難タワーと
いったハード対策だけでなく、避難経路
などの情報発信、個人の意識向上も必須！

私の思い

生活するうえで、何よりも安全が最優先！安心して
暮らせる環境づくりが基盤となり、活気あふれるまち
づくりに繋がる。

背 景

避難経路上の道路状況の確認
方法について、本市の考えは？

一般質問 回 答

～ご挨拶～
秋冷の候、皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
6月改選から、早や3ヶ月が経ちました。不慣れながらに日々、奔走努力（ほんそうどりょく）して

まいりました。西尾市議会 9月定例会では、「安心・安全・活気にあふれるまちづくり」をテーマ
に、地域交流会で頂いた皆様の声を基に、防災・減災、地域安全・カーボンニュートラルに関して
一般質問をさせて頂きました。今後も地域に密着し、皆様の声を傾聴してまいります。

爽やかな秋晴れが続く今日この頃、皆さまのご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

市ホームページや防災アプリ、市公式LINEなどから取得する事になる。
災害時の道路情報は安全に通行できるルートを確認するための重要
な情報。しかし実際は、集まってきた情報を集約・確認し情報発信する
までにタイムラグがあり、必要な情報を伝えるのに時間を要している事が
課題となっている。

愛知県下で野犬保護数が多い地域と
なっているが、野犬の生息状況を本市は、
どこまで把握しているか？

令和6年度の捕獲数103頭のうち、吉良町56頭、東幡豆町27
頭、旧西尾地区9頭、西幡豆町5頭、その他5頭となっている事
から吉良町と東幡豆町に多く生息している。

吉良町や東幡豆町で野犬捕獲数が
多い理由は？？

山や川など自然が豊かで、住みかとなる隠れ場所が多く、豚舎
・鶏舎があり、餌になるものが多いなど野犬にとって住みやすい環
境となっている。

市公式LINEに野犬目撃情報通報を導入に生態調査の強化！

私の思い

一般質問 回 答

一般質問 回 答

野犬が増加
生活が
脅かされる・・・



地域の困りごと、市政に対するご意見・ご要望等ありましたら
お気軽に「岩下かずたか  くらしの相談」をご利用ください。
ＴＥＬ：０５６３－５５－１１６8 ＦＡＸ：０５６３－５５－１９０９
ＨＰで活動報告をしていますので、お時間がありましたら是非ご覧ください。

岩下 かずたか 検索 ホームページからも受け付けております。

自動車産業の代表として、カーボンニュートラルへの役割を果たすべく、市の取り組みを
促進させ、脱炭素社会の実現を目指す！

愛知県が燃料電池（ＦＣ）商用車
導入の重点地域に決まりましたが、本市
としての考えは？

水素ステーションが存在しない本市といたしましては、今回の重点
エリア設定を機に県に対して水素ステーション設置の推進を要望
している。今後、水素ステーションを設置するという話があれば、
市として協力してまいりたいと考えています。

物流拠点としての役割強化を要望⇒国・県と連携！

私の思い

一般質問 回 答

●デンソー西尾製作所のN6駐から県道42号線に進入するT字交差点でカーブミラーの角度が悪く、左方からの
車輌が確認できないため危険。

停止線停止時、左方からの車輌の確認が可能に！

●国道23号線西尾東インター近くの新たにできた物流倉庫のフェンスが高く、信号の無い交差点に進入する際、
右方からくる車輌が確認できず危険。
【Before】 【After】

企業誘致する際は、地域安全も考慮し設計するように指導する事を市担当課に依頼！

（ＨＰのＱＲコード）

停止線停止時の状況
【Before】

現地・現物
で確認！

＜拡大写真＞

横断歩道（歩行者）の
確認しかできない状況

【After】

カーブミラー追加

＜拡大写真＞

車輌確認用ミラー

歩行者確認用ミラー

＜信号の無い交差点＞

＜運転席からの視点＞

右方車輌確認不可

＜道路に車輌前方が
はみ出した状態＞

車輌前方は、車道に
はみ出した状態

＜カーブミラー設置＞ ＜右方からの
車輌確認OK＞
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